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研究要旨   

再生不良性貧血に対する同種造血幹細胞移植では、重症度、年齢、罹病期間、輸血量、 

ＨＬＡ抗体の有無などが予後に影響するとされているが、最近は罹病期間の長い高齢者 

に対する移植が増加する傾向にある。こうした高齢の再生不良性貧血に対して、Fluや 

ATGなどを含む減量レジメンは有望である可能性が示唆された。 

 
 

Ａ．研究目的 

再生不良性貧血に対する同種造血幹細胞移

植では、重症度、年齢、罹病期間、輸血量、Ｈ

ＬＡ抗体の有無などが予後に影響するとされ

ている。本研究では、近年増加している罹病期

間の長い高齢者に対する移植成績を向上させ

るためには、どのような移植前処置が有効であ

るのかを検討する事を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

当科では、再生不良性貧血患者７人に、同種

造血細胞移植が行われていた。年齢中央値38

歳(21～65歳)、患者の年齢構成は20歳代2人、

30歳代3人、60歳代2人であった。性別は男性2

人、女性5人。発症から移植までの期間は中央

値98.5カ月（6.9～587カ月）であった。 

これらの患者さんの移植前のフェリチン値、

HLA抗体の有無、ドナー、移植前処置と移植成

績について解析するとともに、文献的に考察を

加えて報告する。 

       

Ｃ．研究結果 

移植前のフェリチン値は1270ng/mL (19～

8700 ng/mL), 総赤血球輸血が50単位超える症

例は4例（最大約600単位）、HLA抗体陽性例

は1例であった。ドナーはHLA一致同胞からの

移植が6人、非血縁者骨髄移植が1人で行われて

いた。 

前処置はcyclophosphamide (CY) 200mg/kg + 

total lymphoid irradiation (TLI) 5Gyが4例, 

CY + anti-thymocyte globulin (ATG) 1例, 

fludarabine (Flu) + CY +ATG + total  body 

irradiation (TBI) 2例で用いられていた。好

中球生着は全例で認められ、中央値で移植後20

日（16～24日）であった。 

最近経験した症例は65歳女性で18歳時に他院

で再生不良性貧血と診断され通院，2000年頃よ

り輸血依存となったが、2013年6月HLA-C 2座＋

DR 1座が不適合の血清型５/８一致非血縁ドナ

ーよりFlu+CY+ATG+TBI 2Gyを前処置として同

種骨髄移植を行った。FK506+Short MTXによる

免疫抑制剤を用い、移植後Day21で生着し、現

在Day100を超えGVHDなく外来通院している。 

このように再生不良性貧血の長期罹患症例で

高齢者であってもFluやATGを含む減量レジメ

ンが有効である可能性が示唆された。 

 

Ｄ．考察 

当科における再生不良性貧血に対する移植

の特徴として、罹病期間の長いことが挙げられ

る。中央値で約8年であるが、発症から2年以内

の移植は2例にとどまり、最長は発症から約49



年の症例があった。軽症あるいは中等症で発症

し、輸血依存の重症型に進行した症例が含まれ

るためと考えられる。再生不良性貧血において

は、一般的に発症から6か月～1年以内の移植が

推奨されており長期罹患例は成績が悪いとさ

れる。 

また、再生不良性貧血患者に対する同種造血幹

細胞移植においては年齢も大きな要因といわ

れる。2012年kimらの韓国で行われた重症再生

不良性貧血に対する後方視的調査では、40歳以

下の168人と41歳以上の57人の患者で比較した

場合、5年生存率は76.6％vs 55.9%(p=0.007)

で、若年者が優れていた。40歳を超える57人の

うち41人が50歳以下で、51歳以上は16人と少な

く、5年のOverall survivalはそれぞれ67.9％

と0％とされ、高齢者の再生不良性貧血の同種

移植の難しさがうかがえる。2013年の日本造血

細胞移植学会データをみると1991年～2011年

にかけて、1784症例の再生不良性貧血に対して

造血細胞移植が行われており、40～49歳が147

例(8.2%), 50～59歳が103例(5.8%)、60～69歳

が26例(1.5%)、70歳以上に対して5例(0.3%)の

移植が行われている。その成績は高齢者を含め

て40歳以上としてまとめられているが、5年生

存率が血縁者間骨髄で67.9％、非血縁者間骨髄

移植で53.3％と報告されている。50歳以上の症

例が含まれている割には比較的良好な成績と

思われるが、やはり依然として高齢者では予後

不良であるのが実情である。 

 

Ｅ．結論 

 今後、高齢化の進行により50歳、60歳以上で

かつ罹病期間の長い症例の増加が予想される。

こうした高齢の再生不良性貧血に対して、

Flu+CY+ATG+TBIなどの減量レジメンは有望で

ある可能性が示唆されたが、移植のタイミング

や至適な前処置などについてさらに検討する

必要があると考えられた。 
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